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民謡体操クラブ

（婦中社会福祉センター）



２

　富山市社会福祉協議会の平成１７年度事業報告及び収支決算は５月１８日開催の理事会、５月２２日開催の評議員会
において承認されました。
　平成１７年４月１日に、富山地域７市町村が合併し、新しい富山市社会福祉協議会が誕生して１年が経過しまし
た。合併に伴い事業対象区域が拡大したことから、地域の多様化したニーズにきめ細かに対応できるように、地
域の活動基盤である地区社協の設置と支援を進めてきました。
　今後一層富山市全体の一体感の醸成に努めるためにも全市一体的な事業の実施に努めていきます。

主な事業の報告（◎印は一部会費を充当して実施した事業です。）
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地域総合福祉活動事業の実施
　住民全体の福祉意識の醸成を図るため、市内７４地区で地域
総合福祉活動事業（ふれあい型）に取り組んだほか、２地区
では概ね週１回以上の見守りや安否確認活動を継続する地域
総合福祉活動事業（ケアネット型）に取り組みました。

◎地域福祉セミナーの実施
　市内７か所で延べ１０回の地域福祉セミナーを開催しました。
地域の福祉関係者２０８人が参加し、各地区の活動紹介や福祉課
題に対する意見交換をなどを行いました。

給食サービス事業の実施
　閉じこもりがちなひとり暮らし高齢者の孤独感の解消と地
域社会との交流を図るため、富山、大沢野、大山、婦中、山
田、細入地域で延べ１５，２９２食の給食サービスを提供しました。

高齢者移送サービス
　移送車輌を５台運行し、車椅子を常時使用する在宅の高齢
者の外出、社会参加を支援しました。
　延べ利用者数……１，９８４人

ミニデイサービス事業
　在宅で閉じこもりがちな高齢者等に対し、体操、工作、料
理など様々な機能を使うことのできるような活動を取り入れ
介護予防に努めました。
　大沢野地域において２４２日開催し、延べ４，６２４人が参加、婦
中地域において２４４日開催し、延べ３，７０８人が参加しました。

◎市民ふれあい広場
　世代間交流や障害を持つ人たちとのふれあいを通して、思
いやりの心を育むため９月１７日 …富山駅北親水広場において、
地区社会福祉協議会をはじめ、福祉団体、ボランティア団体
など５２団体の参加を得て開催しました。

すこやかふれ愛フェア
　地域住民に社会福祉団体の活動への理解を深める機会を作
るとともに、社会福祉団体同士の交流を促進し、社協の活動
について地域住民に広く理解してもらうことを目的に２０団体
が参加し、１０月２日 ¶大沢野健康福祉センターで実施しま
した。

◎ボランティアセンター
　ボランティア活動に関する相談・登録・活動先紹介・ボラ
ンティア講座の開催などを実施。安心して活動に参加しても
らえるように、ボランティア活動保険料の助成を行いました。
　グループ登録……３２７グループ
　個 人 登 録……２１７人

福祉教育の推進
　児童・生徒の福祉思想の普及とボランティア活動への理解
を深めるため、小・中・高校・特殊教育学校４６校に対し助成
金を交付し、各学校の福祉活動を支援しました。
　また、盲導犬歩行体験事業を７校で実施しました。

ホームヘルパー派遣事業
　高齢者の方や障害者の方の日常生活の自立を支援するため、
介護保険制度などにより、ホームヘルプ富山・大沢野・婦中
の各事業所から、ホームヘルパーを延べ４，８４９人の利用者宅へ
派遣しました。

◎地域福祉活動支援事業の実施
　地区の自主的・先駆的活動を支援するため
①地域福祉活動活性化助成金（２６地区に２，１２５千円助成）
福祉マップづくり、ふれあいサロンの普及や新規開
設など

②福祉推進員設置促進助成金（５地区に２１０千円助成）
③料理教室開催助成金（２４地区に７２０千円助成）
④地域ボランティア活動促進助成金（１８地区に８４０千円助成）
　（地域でのボランティア活動の促進と組織化など）
を交付しました。
　また、地区社協の育成を目的に「小地域福祉活動支援事業」
を実施しました。

地域福祉権利擁護事業の実施
　判断能力に不安のある高齢者や障害者の方々の権利を守る
ため、富山市・滑川市・上市町・立山町・舟橋村において定
期訪問や金銭管理サービスを提供しました。
　利用者……６３人
　定期訪問等サービス……１，０５８回

ふれあいのまちづくり事業
　だれもが住みよい福祉のまちづくりをめざして大山地域
では、
①ふれあいのまちづくり推進会の開催（年３回）
②総合相談事業として、法律、子育て等専門相談（相談件数
４３２件）や巡回相談を４地区（小見、牧、大庄、福沢）で
開催
③地域福祉フォーラムや地区ごとの住民福祉懇談会の開催
④まちかどサロン「よってかれ家」への参画
⑤ふれまち通信の発行（年１回、全戸配布）など
を実施しました。
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支出 

負　 債　 の　 部資　 産　 の　 部

貸　
　
　

借　
　
　

対　
　
　

照　
　
　

表

金　額（円）科　　　目金　額（円）科　　　目

７２，４７７，５８５
４７，７６０，２４５
１７，４１０，０３０
４９８，２２０

６，８０９，０９０
２２７，８４４，６６０
２２７，８４４，６６０

流動負債
　　未払金
　　未返還金
　　会計単位外借入金
　　会計単位内借入金
固定負債
　　退職給与引当金

１２２，６９７，０１４
７５，０９５，０６０
４０，２９４，６４４
４９８，２２０

６，８０９，０９０
１，２４５，５４２，４９２
５７２，０１９，７１２
１０，０００，０００
５３７，４４４，５０４
２４，５７５，２０８
６７３，５２２，７８０

１００，０００
１６，７８９，５３４
１８，８２９，７４３
２８，３９７，２３１
６９６，５１９

２３７，５５０，６５９
１，１７１，０００
３４７，１３５，０９４
２２，８５３，０００

流動資産
　　預貯金
　　未収金
　　会計単位外貸付金
　　会計単位内貸付金
固定資産
　　基本財産
　　　　基本財産特定預金
　　　　建物
　　　　土地
　　その他の固定資産
　　　　構築物
　　　　機械及び装置
　　　　車輌運搬具
　　　　器具及び備品
　　　　ソフトウエア
　　　　退職共済預け金
　　　　貸付事業貸付金
　　　　積立預金
　　　　財政調整積立預金

３００，３２２，２４５負　 債　 合　 計

純　資　産　の　部

１０，０００，０００
３４７，１３５，０９４
３０３，７９０，４７２
３７，５３７，７０９
５，８０６，９１３

４４４，６８４，２４６
２２，８５３，０００
２４３，２４４，９２１
２３９，６１９，９７０
△ １，９２２，０４９
５，５４７，０００

基本金
基金
　　社会福祉事業基金
　　ボランティア基金
　　交通遺児基金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
　　前期繰越活動収支差額
　　当期活動収支差額
　　財政調整積立金取崩額

１，０６７，９１７，２６１純 資 産 合 計

１，３６８，２３９，５０６負債・純資産合計１，３６８，２３９，５０６資　 産　 合　 計

資金収支決算（一般会計及び特別会計）

当期資金収支差額　　１９，３９４，７０７円
前期末支払資金残高　　３０，８２４，７２２円
当期末支払資金残高　　５０，２１９，４２９円

　　　　　科目 収入決算額　　

①会費 １７，６２１，６３０円
②寄付金 ２２，８３７，５８７円
③補助金・受託金等 ５５８，１１３，７８３円
④介護保険収入 １４０，６７２，２５３円
⑤利用料収入 ４２，２６８，０３８円
⑥共同募金配分金収入 ３３，４６０，７４７円
⑦経理区分間繰入金収入等 １４７，５０３，４１８円
⑧その他の収入 ４１，４３９，６８８円

収入合計 １，００３，９１７，１４４円

　　　　　事業名 支出決算額　　

①法人運営事業 ２９６，１５６，０４９円
②地域福祉推進事業 ５３，８７３，８７２円
③在宅福祉推進事業 ６５，７９２，５６２円
④ボランティア活動推進事業 １４，５７７，６１７円
⑤居宅介護等事業 ２５２，５６４，５７３円
⑥老人福祉センター運営事業 ８５，１１０，１２７円
⑦居宅介護支援事業 ８４，０４３，３１６円
⑧その他の事業 １３２，４０４，３２１円

支出合計 ９８４，５２２，４３７円
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　「活動員」に選ばれたものの、「実際に何をしたらよいのか見当もつかない」「地域のどこにどんな問題が

あるのか分からない」「問題は見つかったのだが、私ひとりでは無理、といって協力者をどこから探したらよ

いのか分からない」など、活動する以前の問題の方が多いのではないでしょうか？

　ここではそういった方々の活動始めのコツやヒントを取り上げています。この中のどれか一つでもなるほ

どと思われれば、それをもとに自分なりに工夫して活動されることを期待しています。

　地域の中にはたくさんの組織があります。まず

は、その１つの組織の一員となって、活動を提案

し自分も参加しながら「仲間」にも参加してもら

うという方法をとることです。要するに自分も活

動しながら、他の人を活動に巻き込んでいく「人

を活かす名人」になればいいのです。
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　活動員が何かを始めようとする前に、実は、誰

かがもうすでに活動しているということがありま

す。ですから、その活動されている方を探すこと

から始めたらいいのです。そして、これらの活動

をいろいろな方法で影から支援していけばいいの

です。そこに地域の「いい人」や「いろいろな活

動」が分かってくると同時に、その地域の「福祉」

問題も浮かび上がってくるはずです。
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　足元の小さな問題に丁寧に取り組むことから始

めればいいのです。そこから信頼が生まれ、「あの

人に頼めば何とかしてくれる」と思わせればいい

のです。そうやって人々が持ってきてくれた課題

を何とかして解決しようとするまじめな態度が必

要です。要するに地域の「便利屋」になるという

ことです。
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　開かれた家や店が地域にはあるはずです。例え

ば、家の場合、いつでも、あけっぴろげで誰でも

気軽に家へ呼び込む人がいます。その家には悩み

を抱えた人もやってきますし、それに関わる人、

ボランティア志願者もやってきます。つまり、そ

こに悩みが持ち込まれています。その家を活かせ

ばいいのです。
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　一人の住民として何か一つの活動を始めてみる

ことから出発するという手もあります。たいてい

の人はその一つの活動を続けていくことでしょう。

しかし、本来一つの活動を始めたらそれだけで終

わるはずはないのです。次なる課題が出てきます。

もし課題に気づかない場合でも、誰かが「今度こ

んなことをしよう」と提案するときに「そうしよ

う」と反応していけばいいのです。
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　地元の福祉機関から頼まれたこと、例えば、一

人暮らし高齢者の見守りからとりあえず始めてみ

てはどうでしょう。上記と同じ発想でその「とり

あえず」の活動から、次々と課題がでてくるはず

です。それに取り組んでいけばいいのです。
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※ここでは「福祉推進員」など福祉活動に携わる人を総称して「活動員」と呼びます。
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　市社会福祉協議会では、皆さんの身近なところで自分自身のボランティア体験を活かして、ボランティア活動
への参加のきっかけを作ったり、相談や助言に応じたり、地域におけるボランティア活動の普及・促進に努める
ために、つぎの方々をボランティアサポーターに委嘱しました。
　地区に１名ずつ（人口の多い地区は２名）配置することにより、地域でのボランティア活動の推進に大きな役
割を果していただけるものと期待しています。
　詳しくはお近くのボランティアセンターへ。

氏　名地区名氏　名地区名氏　名地区名氏　名地区名

【八尾地域】恒 田 智 子長 岡川 崎 祐 芳浜 黒 崎【富山地域】

中 谷 久 世八 尾中　林　きぬ子寒 江堀　 敏 之針 原山 木 葉 子総 曲 輪

古 野 智 子保 内五十里　俊　雄古 沢高 橋 路 子
豊 田

市 崎 き み愛 宕

河 西 和 枝杉 原吉 井 孝 雄老 田竹 田 範 子川　岸　みづほ安 野 屋

北 山 順 子卯 花藤 井 哲 雄池 多砂 田　 寛広 田飯 田 清 剛八 人 町

上 林 睦 子室 牧松 井 久 嘉水 橋 中 部佐々木　滋　男
新 庄

細　川　真紀子五 番 町

宮　川　ゆり子黒 瀬 谷柳　田　しづ子水 橋 西 部小 林 禮 子森 田 悦 子柳 町

角　地　智恵子野 積岩 田 昌 夫水 橋 東 部藤 木 郁 子
藤 ノ 木

砂 田 光 子清 水 町

綿　岡　冨美子仁 歩篠 田 嘉 子三 郷市 川 功 夫酒 井　 勇星 井 町

宮　田　ゆきゑ大 長 谷丸 山 稲 枝上 条馬 渡 祐 一
山 室

磯 野 滋 子西 田 地 方

【婦中地域】山 崎 洋 子光 陽山 村 照 夫須 垣 幸 子
堀 川

小 山 昌 枝速 星【大沢野地域】岩 永 晶 子山 室 中 部西 野 直 子

若 林 守 光鵜 坂村 田 清 子下 タ 南 部藤 丸 笑 子太 田堀 川 紀 子
堀 川 南

羽 根 和 子朝 日出　町　スミエ下 タ 北 部森　下　智惠子
蜷 川

東 森 和 信

奥　野　千恵美宮 川境　 厚 子小 羽杉 山 由 美岩　田　裕美子東 部

吉　田　美紀子婦 中 熊 野片　山　スミ子船 峅筧　 美 紀 子新 保坂 口 京 子奥 田

花　木　と志子古 里伊 藤 紀 子大沢野南部尾 崎　 進熊 野中 川 英 子奥 田 北

五十嵐　静　子音 川沼 田 幸 子大沢野北部西 田 恵 子月 岡清 水 和 子桜 谷

渡 辺 睦 子神 保寺 下 洋 子大 久 保石　井　日出子四 方林　　　千恵子
五 福

【山田地域】【大山地域】五十嵐　久美子八 幡永 森 敬 子

毛 利 隆 志山 田森 元 仁 子上 滝米 谷 摂 子草 島稲　田　恵美子神 明

【細入地域】山 本 励 子大 山山 田 紀 子倉 垣水 橋 三 男岩 瀬

浦　野　冨士子細 入 北 部吉 村 順 子大 庄村 尾 幸 夫
呉 羽

網 谷　 渥萩 浦

圓 山 輝 子細 入 南 部松 原 弘 美福 沢杉 本 律 子西 堂 悦 子大 広 田

平成18年６月１日現在

富山市ボランティアセンター（今泉83－１　�422－2456）
大沢野ボランティアセンター　�467－� 　　大山ボランティアセンター　�483－�
八尾ボランティアセンター　�454－� 　　婦中ボランティアセンター　�469－�
山田ボランティアセンター　�457－� 　　細入ボランティアセンター　�485－�

1294 4111

2390 0775

2113 9008
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　５月20日�、街かどサロンよってかれ家において、「よって

かれ家サポーターズ」の設立総会が開催されました。

　これまでは、国の補助事業として、空き店舗を活用し、交流

サロン・各種イベント・ギャラリー展示・子育てサロン等の事

業を展開してきました。今年度からは地域の力で継続していこ

うと、「よってかれ家サポーターズ」が設立され、市民活動と

して、まちづくりがすすめられることとなりました。

　現在110人の賛助会員が登録し、接客やイベントの会場設営な

どの事業運営にボランティアとして活躍されることが期待され

ています。
ボランティアグループ「ドレミの会」による

お茶のみサロンの様子

街かどサロン「よってかれ家」サポーターズ設立街かどサロン「よってかれ家」サポーターズ設立　～～住民の力で、地域の活性化を～住民の力で、地域の活性化を～

�
�福祉サービスの利用に関する情報提供や相談　　�福祉サービスの利用にかかる手続き
�日常生活に必要なお金の出し入れ　　　　　　　�住民票の届出や印鑑登録などの行政手続き
�福祉サービス利用料、税金、社会保険料、公共料金、医療費等の支払い
�福祉サービスの苦情を解決するための手続き　など

� 　１回につき１，０００円（別に１か月３００円の事務費が必要です。）

�
　通帳や印鑑、大切な書類などをお預かりします。利用料は月５００円です。
　ただし、宝石・貴金属・貴重品などはお預かりできません。

定期訪問・金銭管理サービス

利用料

大切な書類等のお預かり

☆相談は無料です。お気軽にご相談ください。

※現在、この事業で利用者にサービスを提供していただく生活支援員を募集しています。ご協力いただける

方は権利擁護センターへお問い合わせください。

　判断能力に不安のある高齢者や障害者の皆さんに対して、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理の

お手伝いをすることにより、安心して日常生活を送っていただけるように支援しています。

問い合わせ・ご相談は富山地区地域福祉権利擁護センター（�４２２－５１３５）へ

““使使っってて安安心心””地地域域福福祉祉権権利利擁擁護護事事業業ををごご利利用用くくだだささいい。。

　７月１日�、八尾スポーツアリーナにおいて、障害者団体、

施設利用者を対象に「ふれあい運動会」を開催しました。

　当日は、富山第一銀行八尾支店をはじめ各種ボランティアの

協力により、約340名が10種目の競技に心地よい汗を流しま

した。

　参加者は赤・白・青に別れ、二人一組でおこなう“デカパン

レース”など様々な競技で、親睦を深めました。

　日ごろ行動をともにすることのない団体との交流に、最初は

戸惑い気味でしたが、競技が進むにつれ応援する家族の声援や、

勝敗が決まるたびに会場は歓声に包まれました。

ふれあい運動会（八尾支所）ふれあい運動会（八尾支所）　～ふれあいを通じて心地よい汗～～ふれあいを通じて心地よい汗～

二人仲よく……
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【日　時】10月18日�
　　　　　13：00～16：00

【場　所】富山国際会議場
【内　容】式典
　　　　　アトラクション

�������������������������������������������������� �������������������������������������������������� �������������������������������������������������� �������������������������������������������������� �������������������������������������������������� ��������������������������������������������������� � � � � �
８月１４日 •　中央・大山支所・婦中支所心配ごと相

談所、婦中社会福祉センター

８月１５日 ‚　中央心配ごと相談所、大山支所子育て

相談、婦中社会福祉センター、細入デ

イサービスセンター

８月１６日 „　中央心配ごと相談所、婦中社会福祉セ

ンター、細入デイサービスセンター
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とやまおもちゃの図書館
　場所：市総合社会福祉センター１階

（今泉83－１）

　時間：毎週土曜日10：00～17：00

（貸出は１人２点までで２週間以内）

※第３土曜日には「おはなしの会」もやってい

ます。

大沢野おもちゃの図書館
　場所：大沢野健康福祉センター内（春日96－１）

　時間：毎週月曜日　　13：00～15：00

　　　　毎週木・土曜日10：00～12：00

（祝日は休み）

�
貸出は障害児のみ１人１点、次回の開館日

まで
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【日　程】
　７月２８日 »　１４：００～１６：３０
　　14：00～講演

　　　　　　「自閉症の子供たち

－バリアフリーを目指して－」

　　　　　　講師

　　　　　　社会福祉法人めひの野園

　　　　　　自閉症・発達障害支援センターありそ

センター長　　東　　真盛　氏

　　15：45～オリエンテーション

　７月２９日 …　９：００～１５：３０
　　 9：00～集合・昼食の準備

　　11：00～Ｔｒｙアングルとの交流・昼食

（知的障害児とその家族）

　　13：00～セラピー犬体験

　　14：00～後片付け、反省会

【ところ】
　１日目　大山地域市民センター３階研修室

（上滝523－１）

　２日目　立山山麓家族旅行村（本宮花切１－22）

【対　象】市内在住または通学している高校生
【定　員】５名（応募多数の場合抽選）
【参加費】無料
【申込・問い合わせ先】
電話、ＦＡＸかハガキで、講座名・郵便番号・住

所・氏名・年齢・電話番号をかいて、７月26日�

まで、大山ボランティアセンターへ。

　　〒930‐1312　上滝523－１

�483－4111　ＦＡＸ483－4155
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　愛と誠銀行は、みなさまから寄せられた善意の金品を市民の福祉に役立たせていただくため設けられた善意の

かけ橋です。税制上の優遇措置もあります。

　平成17年度では現金22，149，876円、物品4，515点のご寄付があり、みなさまの善意はつぎのように役立たせて

いただきました。

地区・校下社会福祉協議会へ（３８地区・校下） ７，３２０，０６１円
市内社会福祉施設・団体へ（１４施設・３７団体） ５，５７９，９３９円
交通遺児基金へ ９，９５６円
一般社会福祉事業へ ９，２３９，９２０円
 現金合計　２２，１４９，８７６円
市内社会福祉施設へ 物品合計　　　　４，５１５点

富山市愛と誠銀行
（富山市社会福祉協議会本所・各支所内）
地区・校下愛と誠銀行

（富山地域の地区センター内）
富山市役所（社会福祉課）
富山市南・中央・北保健福祉センター

※詳しくは市社会福祉協議会本所・各支所までお問い合わせください。

窓口は平成１７年度実績
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〒９３０‐２１９８　富山市山田湯７８０番地
（山田総合行政センター内）

TEL０７６－４５７－２１１３　FAX０７６－４５７－２２５９

山田

支所

〒９３９‐２１８４　富山市楡原１１２８番地
（細入総合福祉センター内）

TEL０７６－４８５－９００８　FAX０７６－４８５－９２００

細入

支所

〒９３９‐２３７６　富山市八尾町福島２００番地
（八尾健康福祉総合センター内）

TEL０７６－４５４－２３９０　FAX０７６－４５４－２３９０

八尾

支所

〒９３９‐２６０３　富山市婦中町羽根１１０５番地７
（婦中保健福祉センター内）

TEL０７６－４６９－０７７５　FAX０７６－４６９－０７７９

婦中

支所

〒９３９‐２２２４　富山市春日９６番地１
（大沢野健康福祉センター内）

TEL０７６－４６７－１２９４　FAX０７６－４６８－３５６３

大沢野

支所

〒９３０‐１３１２　富山市上滝５２３番地１
（大山地域市民センター内）

TEL０７６－４８３－４１１１　FAX０７６－４８３－４１５５

大山

支所

〒９３９‐８６４０　富山市今泉８３番地１
（総合社会福祉センター内）

TEL０７６－４２２－３４００　FAX０７６－４９１－２４３３� 　� 　富山市社会福祉協議会社会福祉
法 人

富山駅北 

インテック本社前 

ふれあい広場の日程が決まりました。多くの皆様のお越しをお待ちしています。
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※日　　時　９月１６日 …　午前１０時３０分～午後２時
※場　　所　富山駅北親水広場（富山市総合体育館横）
※開催内容
　１．ふれあい体験コーナー

　　　車いす・点字・音訳・高齢者疑似・盲導犬歩行・手づくり体験

　２．活動紹介コーナー

　　　地区社協・ボランティア・福祉団体・共同作業所等

　３．販売コーナー

　　　手づくり小物・日用品等の販売（福祉施設・共同作業所・福祉団体）

　４．レクリエーションコーナー

　　　ふれあいオリエンテーリング・遊びコーナー・ゲーム

　５．飲食コーナー

　　　麺類・飲み物・菓子類（福祉施設・共同作業所・福祉団体）

　６．フリーマーケット

　　　※参加希望の方は下記をご覧ください。

ふれあい広場でのフリーマーケット出店者（団体）を

募集します。

たくさんの参加をお待ちしています。

《参加要綱》
１．募集組数　１６組　　　２．出 店 料　５００円
３．出店内容　飲食関係以外のもの
４．主催者側で準備するもの
　　テント（１．５間×２間のテントを２団体で１張使用）
５．申込及び問い合わせ先

電話、ＦＡＸかハガキで住所・氏名又は団体名（代表者名）・
電話番号・出店内容を明記の上、８月８日 ‚までにお申し込み
ください。（応募多数の場合は抽選します。）

　　　〒９３９‐８６４０　今泉８３－１　市社会福祉協議会・本所
�４２２－３４００　ＦＡＸ４９１－２４３３


